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たものです。絶滅危惧種であるクロメダカを捕
獲し、ビオトープで飼育するところから実践を
スタートして、ICTを有効に活用するなどして
客観的なきめ細かい理科の学習が展開されてい
るところが評価されました。学習のはじめに、
「よみがえれ、メダカの学校～ちいきのクロメ
ダカをふやそう～」といったキャッチコピーを
理科室に掲示したあたりもユニークな実践だと
思いました。キーセンテンスは、メダカの卵を
覗いたときの感動を表した児童の言葉です。単
純な言葉です。「卵の中のメダカの目が見えた
時はとても驚いた」。卵の中を見たらメダカに
目があったというのです。こういうところに素
直に感動するところが、すごく印象に残りまし
た。
　次の優秀賞は、中村めぐみ先生、茨城県つく
ば市立並木小学校。これはICTと「総合的な学
習の時間」です。タイトルは「主体的・協働的
な問題解決における論理的思考力の育成」です。
ICT関連については、後で赤堀先生から詳しい
講評をいただけると思いますけれども、この実
践は小学生を対象とした教育用プログラム環境
を活用し、プログラミングに関する学習を行う
ことで問題解決能力や論理的思考力を育てよう
とした実践です。「つくばスタイル科」という、
つくば市独特の「表現」の学習として、タブレッ
トＰＣでプログラミングのアプリケーションを
活用したことが高く評価されました。私が注目
したキーワードは、子どもの言葉です。「自分
でイラストを動かせるから」「みんなで考えら
れるから」。イラストが自分で考えられる、あ
るいは、動かせるというところがキーワードの
ように思いました。
　次の優秀賞は、三谷祐児先生、鳥取市立美和
小学校、「学級経営」です。タイトルは「俳句
で学校づくり〜俳句づくりと全校俳句大会の実
践を通して〜」です。これは校長先生の指導に
よって俳句づくりを通して特色ある学校づくり
を進めてきた１年半の記録です。校長先生の
リーダーシップというものは、これから非常に

期待されてくるわけですけれども、その一つの
典型的な例として、この実践が評価されました。
キーワードは文字どおり、「俳句で学校づくり」
です。この「俳句で学校づくり」というタイト
ル、一見何のことか分からなかったのですけれ
ども、とても印象的な言葉として私は受け止め
ました。この実践は、まず俳句に慣れることか
らはじめ、次に俳句に込められた価値に気付き、
さらに、全校俳句大会などにつなげるなど、み
ごとな展開を示しています。この実践の目的は、
実は、児童が自在に俳句をつくることによって、
その頑張りを称揚することで、感性を磨くとと
もに自信と活力をよみがえらせることにあった
と言います。校長先生のリーダーシップの下に、
その成果が実っていると思いました。
　続いて中学校部門です。最優秀賞、新谷陽子
先生、広島県福山市立培遠中学校。私は地名の
研究者ですけれども、面白い地名で、栽培の「培」
に「遠い」という字を書きます。「国語」です。
タイトルは「古典に親しむ生徒を育てる学習指
導の実践」です。「古典の中にはたくさんの発
見がある。その発見が、今自分が生きている現
代とつながったとき、生徒の中では『古典の世
界』が身近な存在になる」。非常に簡潔に中学
校の教科指導の本質を突いているように思いま
した。古典作品を暗唱、音読する学習から始ま
り、言葉の響きやリズムを体感させ、古典を耳
から楽しむ学習を浸透させています。また、こ
の活動を学級対抗群読大会というものに発展さ
せて、調べ学習、意見交流会につなげていると
ころも特徴だと思います。キーセンテンスです
が、１年生が振り返りの言葉でこう言っていま
す。古典の授業について二つのことを言ってい
ます。「一つ目は古典の楽しさです。みんなで
この人のここが悪いとか盛り上がれることで
す」、つまり、楽しいということですね。「二つ
目は意見を言い合えるところです」。こういう
言葉の中に新谷先生の実践の背景が見えるよう
に思いました。
　優秀賞は、最初に安藤司先生、愛知県豊田市
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立石野中学校。これはICTと「保健体育」です。
タイトルは「楽しみ、助け合い、喜びを共感す
る生徒の育成」です。技能の高い生徒がマンツー
マンで教えるペア学習制度とミーティングを取
り入れ、友達同士が関わりながら体育実技を伸
ばす手法とデジタルカメラを使って自分の姿を
客観的に捉える視点でICT部門で高い評価を獲
得しました。キーセンテンスは、この一言です。
単純な中学生の感想ですが、「Ａ男君ができた
時は驚いたけど、自分でもなんだかわからない
けどうれしくなった」。これはいいと思いまし
た。自分でも何だか分からないけど、友達がで
きることによってうれしくなった。これは何か
この先生の実践の根本にあるのではないかと思
いました。
　次の優秀賞は、下野六太先生、福岡県宗像市
立河東中学校、「保健体育」です。タイトルは「子
どもの自尊感情を高め、豊かな人間関係を目指
す体育の実践記録」です。この先生の指導は「下
野式体育」としてたいへん有名になっているよ
うですが、生徒自身がスモールティーチャー
（ST）となって互いに教え学ぶというシステム
で展開されるところに特徴があります。ST活
動の場面は、教える側と教えられる側に大きな
技能的な差がないこと、取り上げる種目によっ
てSTが入れ替わることにポイントがあり、互
いに自尊心も高まるという構想で考えられてい
ます。生徒の感想ではこのようなものがありま
した。「たった一単元の授業なのに僕のフォー
ムを変え、もしかすると僕のこれからの生き方
を変えた一単元だったのかなと思います」。一
つの実践、一つの単元が自分の人生まで変えて
しまっているように思うという感想、この先生
のすごさを感じました。
　次の優秀賞は、若林教裕先生、香川大学教育
学部附属坂出中学校、「理科」です。タイトル
は「科学的な見方や考え方を高め学びに向かう
力を育む運動単元の実践」です。この実践は、
私は中学校の理科の授業としてのモデルとなる
ような実践だと思いました。運動とエネルギー

という単元で、まず学習前後の一人一人の個の
文脈を把握し、それを元に生徒がどの立場を決
められるかを問い、それを科学的な根拠を踏ま
えて述べられるようにするという学習過程が組
まれており、生徒たちは次第に科学の世界、理
科の世界の本質に迫っていきます。生徒の感想
からキーセンテンスを二つ紹介します。「この
力の勉強は、自分たちの身近なことに次々と疑
問を持たせてくれたものだというように感じ
た」、「以前は、物が動いたり、止まっていたり
するのを見ても、何とも思わなかったけど、今
は、どんな力がはたらいているんだろうと考え
るときがある」。

　最後に、先生方に私からのメッセージを申し
あげます。
　新しい教育課程が目前に控えております。従
来にない斬新な発想のもとに作られた学習指導
要領に期待するところは大きなものがあります。
ただ、教育関係者に望みたいことは、新しい学
習指導要領によって従来の教育が大幅に変わる
ものではないことを自覚していただきたいとい
うことです。アクティブ・ラーニング、カリキュ
ラム・マネジメントなどのキーワードが大輪の
ように咲き誇っているようにも見えますが、実
はこれらの背景には従来積み重ねてきた実直な
までの教育実践があると言えます。私たちはそ
のような教育実践につながる作品を「東書教育
賞」として選ばせていただきました。
　本日、受賞された先生方は、大輪の「花」の
ような存在だと思いますが、その「花」を支え
るのは「萼（がく）」であり、「茎」であり、「葉」
であり、そして実は、地中に「根」があること
を忘れないでいただきたいと思います。教育実
践というものはそういうもので、ただ「花」が
ポンと出てくるものではない。地中に「根」を
しっかり張って、そこからしっかりした「茎」
が出て、「葉」が出て、「萼」が出て、そして「花」
が実る。これが、教育実践の本来求める姿では
ないかと私は考えます。私は、そういう教育実
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の千石社長のお話にもありましたが、アクティ
ブ・ラーニングやその他のいろいろなキーワー
ドの中でも非常に注目されている領域、研究部
門だろうと思っています。その中の一番のキー
ワードは、「プログラミング的思考」という概
念です。「プログラミング的思考」というと、
通常は何かプログラミング言語でプログラムを
書くことが想定されるのですが、今、言われて
いるのはそういうことではなく、プログラム的
な考え方を小学校の時からきちんと身に付けさ
せてほしいという考え方です。中村先生の授業
実践のすごさを感じたのは、小学校１年生にど
うやって「プログラム的思考」を習得させるか
というところです。これが非常に面白かった。
プログラムというものは、人間と違って決めら
れたとおりに動くことを子どもたちに知らせな
がら、自分を振り返らせているのです。そして
題材は、例えば、「掃除の仕方を順番どおり書
いてみよう」ということでフローチャートを書
かせるのです。確かに言われてみれば、掃除の
仕方も順序があります。だらだらやっていたの
では効率が悪いわけで、そうすると一定の順序
で、しかも、論理的にきちんとつじつまが合っ
て掃除をすることで、効率的に掃除ができると
いうことを教えています。
　そして、特に面白かったことは、小学校１年
生ですから、「忘れ物をしないようにしよう」
という題材です。ここで、自分でフローチャー
トのような手順を書いているのです。面白いと
思ったものですから、ちょっと読ませていただ
きます。「忘れ物をしないための手順」が書い
てありました。まず、１年生です。一番目、「家
に帰る」。家に帰ったらどうするかというと二
番目に書いてありまして、「明日の準備をする」。
三番目で、「時間割を見て、明日何を準備すれ
ばいいか分かる」。これはいいですね。この手
順どおりにやれば間違いなく忘れ物をしないだ
ろう。四番目、「連絡帳を見る」。確かに先生の
連絡帳があります。それを見て、ランドセルに
入れ、さらにノートや教科書を入れるという見

事な自分なりの手順をここに書いて実践したこ
とは、まさに「プログラミング的思考」です。
このとおり実行すれば、おそらく、ロボットで
あれば忘れ物をしないロボットができるという
仕組みになるわけです。これはテクノロジーを
使うかどうかは別個として、そこに流れている
論理的な思考を小学校１年生でやっているとこ
ろに私は非常に興味をもちましたし、また指導
力にも非常に感心しました。
　それから二番目は、中学校部門の愛知県豊田
市立石野中学校の安藤司先生で、保健体育です。
タイトルを見ると「楽しみ、助け合い」という
キーワードがあり、すぐには保健体育とは結び
つかなかった。しかし、読んでみると、先ほど
谷川先生もおっしゃっていましたけれども、ペ
ア学習なのです。これは、私は非常に面白いと
思いました。なぜかというと、通常、マット運
動やいろいろな場面の自分の姿をデジタルビデ
オで撮り、それを振り返る。これはよくあるこ
とです。自分もスポーツジムに行っているので、
ときどき「ちょっと自分のクロールがどんなに
なっているのか見たい」と思うときもあります
が、なかなか見られません。それを見れば、「た
ぶん、ここをこうしたほうがいいんじゃないか」
というリフレクションが起きますので、自分で
改善することができます。
　ただ、二人１組になって、それを見て一人が�
「君、ここはこうしたらどうだ」とアドバイス
を与える。そして、受けられたほうは自分の姿
を見て「そうなんだ」ということでやっていく
わけですが、そこに、どうも段階があるのです。
合格とか不合格というラインがあるようで、ま
るで入試のような感じです。どう書いてあるか
というと「教えた子が合格するとすごくうれし
かった」と書いてありました。これは、まるで
教師そのものです。教師というのは、子どもが
よくなることが幸せなわけで、それで生きてい
るわけで、何か金儲けで、幸せを感じるのは教
師ではないわけですよね。子どもが、相手が向
上したから自分は「ああ、教えたかいがあった
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くださいました。そして、何よりも、中村先生
ご自身が、この実践を通じてプログラミング的
思考ができるようになったのではないか、とい
うことを私は感じました。このことは、自分と
してもうれしく感じるところです。
　新学習指導要領に向けた答申では、学習指導
要領を実現するために不可欠なものとして、も
ちろん教師や教材も大事だと書かれているわけ
ですけれども、そこに並んでICT環境の整備も
不可欠であるとなっています。これは過去の学
習指導要領になかったことです。それから、も
う一つ特徴的なことは、現在の学習指導要領で
も、「言語能力・言語活動」は重視されている
わけですけれども、それと並んで全ての教科等
の基盤になる力としての「情報活用能力」とい
うものが挙げられています。この点は今後の教
育や東書教育賞の論文などに大きな影響を与え
るのではないかと思っています。
　そういった観点から少し振り返ってみますと、
この東書教育賞には、かつてICT部門はありま
せんでした。それが、ICTに関連する論文が出
てきた頃から、ICTも大事だということで、独
立させてICTの部門ができました。当時は、
ICT部門の審査は、坂元昻先生や赤堀先生とと
もに全く別に審査していました。ところが、
ICTが当たり前のものになってきましたので、
現在は、先生方が論文を応募してくださる際に、
ICT関連論文の場合は当該のICT活用欄に
チェックをつけてくださいという形にし、一般
論文と同一の枠で審査するようになりました。
　私は新学習指導要領のことを考えると、また
応募スタイルを少し変えなければいけないので
はないかと個人的には思っています。つまり、
全ての教科の基盤になる情報活用能力や、ICT
環境が必要不可欠なものとなると、ICT活用欄
にチェックをつけることよりも、考えるための
道具としてICTを活用したとか、友達と協働す
るための道具としてICTを活用したなど、情報
活用やICT活用は全ての教科等で関係するわけ
なので、そういうことにも言及した論文である

というチェック欄が必要になるのではないかと
思っているところです。
　東書教育賞で賞を取られる方々は、すでに全
国でも有名な方もいらっしゃいますが、今日ま
で誰にも知られていないような実践をされてい
た方に急に光が当てられて、皆さんの前に出て
くる、そういう特徴もこの賞にはあると私は感
じています。先生方がすばらしい実践をしてく
ださって、それを応募してくださり、そして、
今日ここにおいでいただくことによって、東書
教育賞は皆さま方のおかげでよりすばらしいも
のになっていきます。感謝を申しあげたいと思
います。ありがとうございます。


